
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 募 集 要 項 ◇ 

■募集内容 

 下記の「募集対象作品」に挙げた①～③の文学作品を読んで、他の人がその作品を読んでみた

くなるような表紙デザイン（イラストまたは写真）を作成してください。なお、複数の募集対

象作品に応募していただいても構いません。応募した方には、50ポイントを進呈します。 

 

■募集対象作品 

 ①『幸福のはさみ』（著者：小川 未明） 

 ②『おきなぐさ』（著者：宮沢 賢治） 

 ③『お菓子の大舞踏会』（著者：夢野 久作） 

  ※募集対象作品のテキストデータは  

仁短 moodle→附属図書館→第 10回青空文庫表紙コンテストのフォルダにあります。 

 

■応募資格 本学学生 

 

■応募規定 

 ①A4判用紙 1枚（19cm×19cm、用紙の向きは縦、横を問わない）。手書き、電子データ（Windows 

 環境で読み込める形式であれば可）どちらでも可。別添の応募用紙に必要事項を 

記入の上、作品と共に附属図書館に提出してください。手書きの場合は、附属図書館 

カウンターに提出、電子データの場合は、図書館メールアドレス（flib@jin-ai.ac.jp） 

へ送信してください。 

②作成する表紙デザイン（イラストまたは写真）の中には、必ず「募集対象作品のタイトル

（[例] 幸福のはさみ）」「著者名（[例] 著：小川未明）」を入れてください。 

  ※応募用紙（電子データ）は、 

仁短 moodle→附属図書館→第 10回青空文庫表紙コンテストのフォルダにあります。 

 

■応募締切 令和 4 年 12月 14 日(水) 

■賞 

『幸福のはさみ』   優秀賞  １名（副賞：ｵﾘｼﾞﾅﾙ文庫本、図書ｶｰﾄﾞ 3,000円分） 

『おきなぐさ』    優秀賞  １名（副賞：ｵﾘｼﾞﾅﾙ文庫本、図書ｶｰﾄﾞ 3,000円分） 

『お菓子の大舞踏会』 優秀賞  １名（副賞：ｵﾘｼﾞﾅﾙ文庫本、図書ｶｰﾄﾞ 3,000円分） 

  ※該当者なしの場合があります。 

 

 

 

 

近年、著作権の切れた古い文学作品に、有名な漫画家が描いた表紙イラストを付けて 

販売する例が増えてきています。Web サイト「青空文庫」にはそうした著作権の切れた

文学作品がたくさんアップロードされています。皆さんも、そうした古い文学作品を 

読んで、感じたこと、心に残ったことを、表紙デザイン（イラストまたは写真）にして 

表現してみませんか？ 
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■入選等発表 令和 4年 12月以降予定 

 

■審査委員 

 委員長 小林 恭一     （附属図書館長） 

委員  帆谷 和浩     （生活情報デザイン専攻） 

笹岡 絵美     （食物栄養専攻） 

河野 久寿     （幼児教育学科） 

小川 智枝     （幼児教育学科） 

竹下 真弓     （附属図書館） 

松永 緋色     （附属図書館） 

 

 

■著作権 

 応募いただいた作品の諸権利は、仁愛女子短期大学附属図書館に帰属するものとします。入賞

作品及び応募いただいた作品は、図書館で所蔵の上、公開いたします。また、仁愛女子短期大学

及び附属図書館のウェブサイトや本学広報誌等において公表する場合があります。 

 

 

■募集対象の作品・作家について 

 ①『幸福のはさみ』（著：小川 未明） 

   小説家・児童文学作家。「日本のアンデルセン」「日本児童文学の父」と呼ばれた。 

   幼くして母を亡くした正吉（しょうきち）。父親も寂しさを紛らわすために酒を飲み、夜になると

酒が足りないと言っては正吉にお酒を買いに行くように命じる。恐る恐る夜道を歩き、お使いにで

かける正吉の前に、ただ一つ提燈をつけて、露店を出だしている人が。その顔は、恋しいお母さん

にそっくりな女の人だった。 

 

 ②『おきなぐさ』（著：宮沢 賢治） 

「おきなぐさ」は、宮沢賢治の童話の中で最も美しい作品といってよい。語り手がおきなぐさの別

名というか、イーハトーブと思われる「わたしどもの方」での「うずのしゅげ」という呼び方を紹

介しつつ、おきなぐさとひばりの対話をおいかけながら、おきな草がやがて実を結び、それらが初

夏の風に乗って飛び去っていくさまを描いている。                                              

（引用・出典：「日本語と日本文化 壺齋閑話」HP より） 

 

 ③『お菓子の大舞踏会』（著者：夢野 久作） 

「ドグラ・マグラ」をはじめとするユニークな作品でカルトな人気を集める作家、夢野久作が別名

(海若藍平)で書いた童話。 お菓子が大好きな五郎さんは、ある日、家族が留守なのをいいことに、

自分宛に届いた小包のお菓子を全部食べてしまう。すると、大変!お菓子たちがお腹の中で舞踏会

を開いて大騒ぎ!                    

（引用・出典：「Audible（オーディオブック）」HP より） 


